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   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月12日(2009.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１の９０－２７６アミノ酸からなるポリペプチド、または少なくとも１４個の
連続アミノ酸を含み、そして配列番号２の１６１－２６９、１６１－２７６、１６５－２
６９、１６５－２７６、１８３－２６９もしくは１８３－２７６アミノ酸または配列番号
１の２５５－２７６、２５５－２６８、２４２－２６８もしくは２４２－２７６アミノ酸
を含む、そのフラグメント。
【請求項２】
　配列番号２の１６１－２６９、１６１－２７６、１６５－２６９、１６５－２７６、１
８３－２６９および１８３－２７６アミノ酸ならびに配列番号１の２５５－２７６、２５
５－２６８、２４２－２６８、２４２－２７６および９０－２７６アミノ酸からなる群か
ら選択されるアミノ酸配列からなるポリペプチド。
【請求項３】
　ポリペプチドが配列番号３、５、６、７または１０に記載のアミノ酸配列からなる、請
求項２に記載のポリペプチド。
【請求項４】
　配列番号１の２５５－２７６、２５５－２６８、２４２－２６８および２４２－２７６
アミノ酸からなる群から選択される、請求項２に記載のポリペプチド。
【請求項５】
　ポリペプチドがヒトＴＦＰＩのフラグメントである、請求項１～４のいずれかに記載の
ポリペプチド。
【請求項６】
　動物における微生物感染の処置に用いるための医薬組成物であって、請求項１～５のい
ずれかに記載のポリペプチドを、薬学的に許容される担体と共に含む医薬組成物。
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【請求項７】
　微生物感染がグラム陰性菌感染である、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　グラム陰性菌感染が大腸菌感染である、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　微生物感染が敗血症を惹起する、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　ヘパリンを含まない、請求項６～９のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　動物における微生物感染の処置用医薬の製造における、請求項１～５のいずれかに記載
のポリペプチドの使用。
【請求項１２】
　微生物感染がグラム陰性菌感染である、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　グラム陰性菌感染が大腸菌感染である、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
　微生物感染が敗血症を惹起する、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　補体系を有する動物中の微生物を殺傷する医薬の製造における、請求項１～５のいずれ
かに記載のポリペプチドの使用。
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